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分析2は､ 3.4年を中学年､ 5,6年を高学年とし､分析1と同じく､ 1要因の分散分析
を用いて分析(One-way ANOVA)を用いて､イマージョンクラスと普通クラスの学
年ごとに予測されたエラー数の減少傾向を分析した｡その結果､主効果は見られ､イ
マージョンクラスの中学年と高学年の比較で有意傾向があり､普通クラスの中学年
と高学年で有意差が見られた｡さらに､学年ごとに減少傾向にあるという結果を発見
した､中学年が高学年よりも予想されるエラーを産出しているという傾向が発見で
き､これらは中国語の影響によるものだと結論付けることができる｡しかし､今回比
較したのは各クラス内での生徒の語学力であり､普通クラスの生徒たちは､学校では
中国語に触れている割合が比較的少ない｡そこで普段から中国語に多く触れている
イマージョンクラスの生徒たちと比較することで､中国語の影響がどれほど強いも
のなのかを調査することができる｡下記では､さらなる実験の結果を報告する｡
3-5-2.実験2 (イマージョンクラスと普通クラスの比較)
L2の影響を見るため､ L2を常に授業で使用しているコースと､そうでないコース
を直接比較することによって､今回の結果をさらに強く裏付けることになると予想
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される｡よって､次は､イマージョンクラスと普通クラスを比較する実験を行ったo比
較対象は､中学年と高学年に分ける｡
予測エラーの分析3 (イマージョンクラスと普通クラスの比較)
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分析1,2と同じく､ 1要因の分散分析を用いた分析(One-way ANOVA)を行った結
果､主効果に有意義傾向が見られた｡これは､各クラスと学年ごとに減少傾向が見ら
れるということである.さらなる1対比較を行った結果､イマージョンクラス中学年
と普通クラス中学年で有意差は見られず､イマージョンクラス高学年と普通クラス
高学年で有意差が見られた｡この結果にふまえて､イマージョンクラス､普通クラス
共に､学年が進むにつれて予想されたエラーが減少しているということができる｡ま
た､刺激文間にも違いは見られなかった｡これらは､生徒の言語習得が進むにつれて､
理解度が進み､中国語の影響だと思われるエラーが減少しているという予測と一致
するといえる｡
4.まとめ
本調査は中国朝鮮族は､朝鮮語助詞習得において､中国語の影響を受けるという金
(2009)の結果を支持する｡学年が進むにつれて､両言語の認識力は進み､助詞の使用
に受けている影響も少なくなる｡普通クラスは学年が進むにつれて､明らかに減少傾
向にある｡イマージョンクラスと普通クラスの比較したところ､低学年において差が
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それほど大きくない｡しかし､学年が進むにつれて､両クラスの中国語との接触量に
差が大きくなり､イマージョンクラスの場合､普通クラスより有意に中国語の影響を
受ける｡
また､金(2009)で､イマージョンクラスの場合､高学年に進むにつれて､習得は進む
ものの4年生と5年生で誤用が多かったが､今回の調査でも､同じ現象が見られた｡こ
れは､数々の研究によって検証されている｢トータルイマージョンの場合､一時的に
教科の成績が下がる(中島和子､ 1998)｣ことを支持する結果となった｡幼少時の二重
言語習得に向けて､もっと的確な教育が必要かと思われる｡
本研究は､中国朝鮮族のバイリンガリズム研究の一分野として､言語学的観点から
彼らの言語能力を分析し､中国朝鮮族のもっと的確で高レベルの二言語習得に寄与
することを目標としている｡
まず､第2言語習得が果たして第1言語に統語的影響を与えるかどうかということ
を明らかにする必要があり､現段階では､中国朝鮮族の朝鮮語使用の限られた助詞に
絞って見てきた｡その結果､中国朝鮮族は､ Llである朝鮮語の使用において､ L2で
習得した中国語の影響を受けることを明らかにすることができた｡今後は､本研究が
考察した助詞以外に中国語の影響によると思われる助詞の誤用はないか調査を進め
る｡また､イマージョンクラス､普通クラスの文法力だけでなく､会話力､認知力も調
べることで､全般的言語能力において､ L2の影響を受けるかをさらに深く調べる｡最
終的に､第2言語を習得することによって第1言語に与える影響についての従来の研
究を参考に､他言語においても同じことが説明できるかどうかを理論的に結びつけ
ることを試みる｡
結論として､中国朝鮮族は､ Llである朝鮮語の使用において､ L2で習得した中国
語の影響を受けることを明らかにすることができた｡母語による第2言語習得への影
響は様々な研究で検証され､それに適した教育方法も工夫されてきた｡しかし､同時
に､ L2を習得することによるLlへの影響もこれからのバイリンガルの研究におい
ては重要な課題であり､ L2習得に励みつつ､母語の保持にも力を入れ､バランスが取
れたバイリンガルを育てることも重要な課題である｡
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